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投
票
日
は
1
2
月
４
日

　
今
後
四
年
間
の
宇
治
市
政
を
託
す
、
身
近
で
大
切
な

。
宇
治
市
長
選
挙
”
は
、
十
一
月
二
十
七
日
に
告
示
、

投
票
日
は
、
十
二
月
四
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
長
の
任
期
が
十
二
月
十
八
日
に
満
了
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
Ｉ
宇
治
市
の
発
展

の
た
め
に
あ
な
た
の
一
票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
一
票
を
市
政
に

　
昭
和
二
土
八
年
に
市
政
を
施
行

し
た
宇
治
市
は
、
現
在
、
人
口
十
七

万
人
を
超
え
京
都
府
南
部
の
中
核

都
市
と
し
て
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
に
着
実
な
前
進
を
続
け
て
い

ホ
チ
。

　
こ
シ
し
た
中
で
行
わ
れ
る
今
回

の
市
長
選
挙
は
、
第
十
一
代
目
の

ト
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る

　
池
本
市
長
と
地
上
議
長
（
1
1
月
１
日
）

市民サービスの向上を目指し

市
長
夕
選
び
、
今
後
四
年
間
の
宇

治
市
政
夕
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。

　
地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
か
冦
め
る
た
め

に
は
、
な
に
よ
り
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
参
加
が
大
切
で
す
。
そ

の
一
歩
は
、
有
権
者
と
し
て
選
挙

に
促
乙
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
か
ら

木幡行政サービスコーナーが開設

市内で２番目…

始
ま
り
ま
す
。

　
十
二
月
四
日
の
昼
百
に
は
、

必
ず
投
票
し
ま
し
Ｈ
う
。

　
投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
市
長
選
挙
で
投
票
で
き

る
人
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

五
日
以
前
に
生
書
れ
た
人
で
、
昭

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
、
木
幡
公
民
館
内
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
十

一
月
一
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
、
池

本
市
長
と
地
上
市
議
会
議
長
が
テ
ー

プ
カ
″
ト
を
行
い
、
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
住
民
票
謄
抄
本
・

印
鑑
証
明
な
ど
市
民
課
で
扱
っ
て
い

る
窓
口
事
務
が
中
心
。
早
速
、
利
用

に
采
ら
れ
た
市
民
は
、
「
印
鑑
″
益

証
明
書
を
取
り
に
来
ま
し
た
。
便
利

に
な
っ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
お
ら
元
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
由
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
電
子
血
圧
計
も
、
手
軽
で
簡
単

に
測
定
出
来
、
大
変
好
評
で
す
。

　
な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

は
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー

に
次
い
で
、
市
内
二
ヵ
所
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）

和
六
十
三
年
八
月
二
土
八
日
以
前

に
宇
治
市
に
転
入
届
出
を
し
引
き

優
４
　
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
宇

治
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
整
理
券

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
選
挙
期
日

告
示
後
、
投
票
整
理
券
を
郵
送
で

お
届
け
す
・
る
予
定
で
す
。
記
載
事

項
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
投
票

所
へ
は
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

○
投
票
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

　
り
、
紛
失
し
た
り
、
ま
た
忘
れ

　
て
投
票
所
へ
行
か
れ
た
場
合
で

　
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
限
ぴ
投
票
が
で
今
季
ｙ
。

　
思
百
に
投
票
所
の
受
付
係
に

　
申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
投
票
の
注
意
点

　
投
票
ず
る
と
き
、
次
の
こ
と
に

▲あなたの大切な一票を

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
昼
爾
紙
に
は
候
補
者
の
氏
名

　
を
一
人
だ
け
、
は
っ
き
り
と
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。
候
補
者
以
外

　
の
氏
名
や
余
分
な
こ
と
を
書
く

　
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
、
投
票
所
に
行
っ
て

投
票
し
て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で

す
が
、
出
張
と
か
、
病
気
で
入
院

な
ど
で
ど
う
し
て
も
投
票
所
へ
行

け
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
４
体
障
害
者
手
帳
や
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
か
受
け
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人

は
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
詳
し
い
こ
と
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
」
で
す
。
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
豊

か
な
情
操
と
優
れ
た
創
造
力
を

培
い
、
心
４
共
に
た
く
ま
じ
ぐ

成
長
し
、
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
は
、

市
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。

　
し
祁
し
な
が

ら
、
最
近
の
青

少
年
非
行
は
、

全
国
的
に
も
依

　
こ
の
よ
シ
な
中
で
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
「
中
学
生
の
主
張
」
大
会

▼
第
７
回
宇
治
市
「
中
学
生
の

　
主
張
」
大
会
・
：
１
１
Ｈ
月
1
9
日
出
、

　
午
後
１
時
半
～
４
時
半
、
文

　
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。
「
社
公
一

　
の
た
め
、
私
の
や
り
た
い
こ

　
と
」
「
中
学
生
と
し
て
訴
え
た

　
　
　
　
　
　
　
い
こ
と
」
「
い

「
中
学
生
の
主
張
」
大
会

然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
本
市
の
児
童
・
牛
徒

の
問
題
行
動
も
、
暴
力
・
万
引

き
・
い
じ
め
・
喫
煙
・
登
校
拒

否
な
ど
の
多
発
等
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全国身体障害者スポーツ大会

宇治から18人が出場

1
1
月
1
9
日
、
文
化
会
館
で

な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
１
　
ま
す
。

▼
啓
発
活
動
・
・
・
期
間
中
、
各
地

　
域
青
少
年
健
全
育
成
協
議
心
一

　
が
各
地
区
で
行
い
ま
す
。

　
第
二
十
四
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
十
月
二
十

九
日
・
三
十
日
の
二
日
間
、
西
京

極
総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
京
都
府
代
表
と
し

て
宇
治
市
か
皇
八
人
の
選
手

が
出
場
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
先
立
っ
て
十
月
二

土
八
日
、
立
ち
幅
跳
び
と
六
十

む
走
に
出
場
す
る
堕
甲
人
協
会

長
の
本
田
幸
子
さ
ん
と
聴
覚
障

害
者
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
主
将

の
外
間
恵
姿
さ
ん
、
西
岡
衛
さ

ん
の
三
選
手
が
市
役
所
を
訪
問
。

池
本
市
長
か
廠
励
憲
吟
ま

し
た
。

ま
家
庭
・
学

校
牛
活
で
考

え
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、

市
内
の
中
学

校
代
表
の
1
8

　
人
が
発
表
し
ま
す
。

▼
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

　
’
治
運
動
・
：
Ｈ
月
2
7
日
間
、
午

　
前
９
時
～
Ｈ
時
半
、
府
立
宇

　
治
公
園
と
市
内
各
所
で
行
い

　
ま
す
。
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
宇
治
市

内
か
ら
タ
の
十
五
人
の
選
手
が

参
加
し
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
▽
掃
部
和
明
さ
ん
Ｉ
ス
ラ
ロ

ー
ム
ー
ビ
ー
ン
バ
″
ク
投
げ
▽

浅
野
敦
夫
さ
ん
＝
盲
Ｔ
ハ
野
球
▽

堀
口
和
行
さ
ん
、
福
田
清
也
さ

ん
。
石
新
淳
さ
ん
‥
ｌ
聴
覚
障
害

者
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
〈
公
開
競
技
卓
球
バ
レ
ー
〉

　
▽
黒
木
哲
雄
さ
ん
▽
奥
島
誠

次
さ
ん
▽
坂
元
春
雄
さ
ん
▽
小

屋
守
さ
ん
▽
中
井
永
治
さ
ん
▽

加
島
知
さ
ん
▽
辻
本
綾
美
さ
ん

▽
西
井
富
佐
子
さ
ん
▽
芦
田
良

栄
さ
ん
▽
佐
武
登
さ
ん
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全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

宇治市長選挙

11月27日に告示
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第

9

回

　

人

形

劇

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

　
市
内
で
活
躍
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア

グ
ル
ー
プ
が
、
人
形
劇
や
影
絵
、

ぬ
い
ぐ
る
み
劇
な
ど
を
発
表
１
　
蚤

す
。
テ
１
‐
て
は
、
「
み
ん
な
で
っ

な
こ
う
／
手
と
手
か
７
・
」
。
楽
し

さ
の
輪
が
宇
治
の
街
に
広
が
る
こ

と
を
、
願
っ
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
‥
‥
‥
一
月
2
7
日
㈲
、
午
後

１
時
開
場
、
１
時
半
開
演
▼
と
こ

ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼

出
演
団
体
・
：
①
ラ
デ
″
ご

影
絵
③
夢
ふ
う
せ
ん
・
人
形
劇
④

宇
治
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ク
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
マ
イ
ム
⑤
西
小

倉
幼
稚
園
母
の
会
・
影
絵
⑥
と
ら

ご
ろ
う
・
人
形
劇
⑦
た
ん
ぽ
ぽ
村

音
楽
隊
・
影
絵
と
歌
⑧
つ
ぼ
み
の

会
・
大
型
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
▼
入
場

…
無
料
▼
主
催
・
・
・
第
９
回
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
　
女
性
の
勉
強
室

　
　
～
障
害
者
の
自
立
と
は
～

　
　
「
障
害
は
あ
っ
て
も
、
み
ん
な

と
一
緒
に
働
き
た
い
」
。
障
害
者
の

願
い
を
考
え
な
が
ら
社
会
の
問
題

に
目
を
向
け
、
女
性
の
社
会
参
加

を
目
指
１
　
歪
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
▼
と

こ
ろ
…
中
央
公
民
館
▼
対
象
：
市

内
在
住
の
女
性
▼
定
員
…
3
0
人
（

先
着
順
）
▼
保
育
・
：
２
歳
以
上
の

消
　
費
　
者
－

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
私
た
ち
の
良
一
の
回
り
に
は
電

池
を
便
う
商
品
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
便
利
牽
届
も
取
り
扱

い
を
間
違
え
る
と
危
険
で
す
。

「
破
裂
」
、
「
漏
液
」
に
よ
る
「
皮

膚
の
か
ぶ
れ
」
、
「
誤
飲
」
な
ど

の
事
故
が
報
告
言
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
破
裂
＝
「
使
い
終
わ
っ
た
電

池
か
取
り
出
し
た
と
こ
ろ
破
裂

し
た
」
「
大
き
な
爆
発
音
が
し

た
」
な
ど
筒
形
の
ア
ル
カ
リ
ー

マ
ン
ガ
ン
電
池
を
、
複
数
個
入

れ
る
機
器
に
使
っ
た
際
に
発
生
。

こ
れ
は
、
使
用
中
の
電
池
の
中

に
古
い
も
の
、
性
能
の
悪
い
も

の
が
混
じ
っ
て
い
る
と
、
プ
ラ
ー

ス
ー
マ
イ
ナ
ス
が
マ
イ
ナ
ス
・

幼
児
を
2
0
人
。
お
や
つ
代
二
百
円

が
必
要
。
希
望
の
人
は
申
込
時
に

併
せ
て
▼
申
し
込
み
・
：
‥
１
１
月
1
2
日

由
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ
電
話
か

直
接
来
館
刄
　
（
中
央
公
民
館
）

　
親
と
子
の
あ
そ
び
の
教
室

　
親
と
子
が
か
か
わ
り
合
い
、
共

に
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
芦
瓦

な
こ
と
？
親
子
で
遊
び
な
が
ら
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ｙ
日
程
・
内
容
…
右
下
表
▼
と

こ
ろ
…
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
の
２
歳
か
息
翠
前
の
子

″
に
石
と
そ
の
親
▼
定
員
・
：
親
子
2
0

組
（
先
着
順
）
▼
お
や
つ
代
…
二
百

円
。

　
な
お
、
こ
の
教
室
に
は
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、
公
民
館
保
ほ
が
加

わ
り
ま
す
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
教
室

　
▼
日
程
・
内
亨
・
・
右
下
表
▼
と

こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
の
人
▼
定
員
…
2
4
人
（
先

着
順
）
▼
材
料
代
…
五
百
円
▼
持

ち
物
・
・
・
彫
刻
刀
、
ぞ
里
兄
、
バ
レ

ン
、
鉛
筆
、
エ
プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
、
タ

オ
ル
▼
申
し
込
み
…
1
1
月
1
2
日
出

か
ら
、
中
央
公
民
館
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。
　
（
中
央
公
民
館
）

水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
（
苛
性
カ
リ
）
、

マ
ン
ガ
ン
m
ｖ
は
塩
化
亜
鉛

の
水
溶
液
で
、
こ
れ
ら
の
化
学

薬
品
に
触
れ
る
と
、
か
ぶ
れ
た

り
や
け
ど
し
た
ぶ
っ
に
な
る
。

ま
た
、
誤
飲
に
よ
る
事
故
も
発

生
。

取
り
扱
い
注
意
！

女性の勉強室の日程表

月日 内　　容 講師

11/25
　倒

地域に眼ぎし障害児と共に

　～わが子の成長､n立を願い～

宇治市配t主婦
江崎美子さん

12/1
　附

働く中でたくましく

　～共同作業所のようす～ 宇治共同作笑

所職員
12/2
倒

施設見学
　～共同作業所を見る～

12/9
　(勿

障害者の自立とは

　～ビデオを使って～
く相圧学習>
　公民館職貝

豪時間はいずれも午前9時45分～正午

1

1

1

1

－

１ １

・ １

1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
自

　
「
鳳
凰
大
学
」
公
開
講
座

　
中
央
公
民
館
で
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
局
齢
者
教
室

「
鳳
凰
大
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
次
の
二
講
座
m

開
講
座
と
し
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
Ｏ
Ｈ
月
2
4
日

俐
、
午
前
1
0
時
～
正
午
「
宇
治
と

お
茶
－
江
戸
幕
府
と
宇
治
茶
」
・

講
師
＝
郷
土
史
家
・
若
原
英
ぺ
さ

ん
Ｏ
Ｈ
月
2
5
日
面
、
午
前
1
0
時
～

正
午
「
国
際
社
会
と
日
本
経
済
の

動
向
」
・
講
師
よ
只
都
教
育
大
学

教
授
・
葛
西
孝
平
さ
ん
▼
と
こ
ろ

…
中
央
公
民
館
▼
対
象
…
市
内
在

住
の
6
5
歳
以
上
の
人
▼
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
公
民
館
へ
。

▽
プ
ラ
ス
ー
マ
イ
ナ
ス
は
必
ず

　
指
示
ど
お
り
入
れ
る
こ
と

▽
古
い
電
池
と
新
し
い
電
池
を

　
混
ぜ
て
使
わ
な
い
こ
と

▽
一
つ
の
機
器
に
は
、
同
じ
種

　
類
の
電
池
を
入
れ
る
こ
と

　
こ
れ
ら
か
寺
ら
な
い
と
、
破

子
ど
も
に
多
い
電
池
の
事
故

プ
ラ
ス
の
方
向
に
逆
向
き
に
充

電
さ
れ
る
「
逆
充
電
現
象
」
が

起
こ
る
た
め
、
電
池
内
に
水
素

ガ
ス
が
充
満
、
大
き
な
音
と
共

に
破
裂
す
る
も
の
。

　
漏
液
三
剛
述
の
「
逆
充
電
現

象
」
に
よ
り
発
生
。
漏
液
は
ア

ル
カ
リ
ー
マ
ン
ガ
ン
電
池
で
は

子
ど
も
た
ち
に
も

　
　
教
え
ま
し
ょ
う

　
｛
描
一
に
は
化
学
薬
品
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
邸
具
・
文
具
な

芦
を
使
う
子
ひ
七
た
ち
に
も
、

次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
ま

し
ょ
う
。

裂
・
漏
液
の
原
因
に
な
り
毒
了
。

▽
使
い
切
っ
た
電
池
は
、
す
ぐ

　
機
器
か
ら
は
ず
す
こ
と

　
使
い
切
っ
た
ｆ
屈
は
漏
液
し

や
す
い
の
で
、
早
く
取
り
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
特
に
、
電
動
玩

具
な
ど
が
動
か
な
ぐ
な
っ
た
時
、

ス
イ
″
チ
を
切
ら
予
に
放
っ
て

親と子のあそびの教室の日程表

月日 内　　　容 講　師

11/24
(ね

開講式･オリエンテーション 公民館職貝

親子であそぽう
　～生活をゲーム化して～

レクリェーzョン指<咎

松村a美子さん

11/28
㈲

親子で体そう
ヽ家庭でも出来る歳子llﾄしｸ－

fa文乾E朗大学its
　秋浜友子さん

12/6
(刈

唸本の楽しみ

～親子で詮本の世界へ…～
宇治公民館児童
文学サークル

12/13
　(･幻

ディスカッション　～親と子のかかわり～
公民館職只
公民館保母

１ １

１ ・

１ １

１ ・

Ｉ ・

自 ｌ

ｌ ｌ

―
－
自
1
1
1

1
1
自
1
1
1
1

―
自
1
1
1
－
－

1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
～
農
協
記
念
日
～

　
十
一
月
十
九
日
の
農
協
記
念
日

に
ち
な
み
、
農
作
物
の
輸
入
自
由

化
に
つ
い
て
考
杢
子
。

　
▼
と
き
…
1
1
丹
1
8
日
廊
、
午
前

1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
農
業
の
自
由
化

牽
の
ぐ
る
食
糧
の
諸
問
題
に
つ
い

て
▼
講
師
…
京
都
新
聞
社
論
説
委

員
▼
保
育
・
：
満
２
歳
以
上
の
幼
児

2
0
人
▼
申
し
込
み
…
当
日
直
接
来

館
で
。
た
だ
し
、
保
育
を
希
望
ず

る
人
は
、
事
前
に
広
野
公
民
館
（
ａ

⑥
7
4
5
0
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

お
く
の
は
事
故
の
も
と
で
す
。

▽
ボ
タ
ン
型
電
池
は
幼
児
の
手

　
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に

　
特
に
ア
ル
カ
リ
ボ
タ
ン
電
池

は
、
体
内
で
ア
ル
カ
リ
が
漏
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て

飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
医

師
の
指
示
か
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
済
み
電
池
の

　
　
　
　
　
　
取
り
扱
い

　
使
ｍ
済
み
｛
屈
は
販
売
店
の

回
収
箱
へ
。
そ
れ
が
無
理
な
場

合
、
市
の
使
用
済
み
電
池
の
回

収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
燃
え

る
ゴ
ミ
の
日
に
、
ゴ
ミ
と
は
別

に
し
て
、
中
身
彭
屈
と
わ
か

る
ぷ
又
萌
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ど
ん
な
種
類

の
電
池
で
も
回
収
し
示
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

自 １

１ １

※時間はいずれも午前9時45分~正午

　　版画カレンダー教室の日程表

月日 内　　　　容

11/3O(M
開講式、オリエンテーション、班分け
下絵づくり

12/7 He)
下絵転写
彫り→仕上げ

12/U('K)
摺(す)り

とじ→完成→閉a式

1
1
1
1
白
‐
―

Ｉ
Ｉ
白
自
白
１
－

｜ ｌ

ｌ ｌ

ｌ ｌ

ｌ ｌ

Ｉ ・

・ ・

Ｉ Ｓ

お
知
ら
せ

豪時間はいずれも午後l時半-4時半

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
正
し
ぐ
安
全
に
使
ラ
た
め

の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
8
日
出
、
午
後

３
時
と
午
後
６
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
聚
体
育
館
▼
対
象
・
定
員

…
1
5
歳
以
上
各
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
・
・
・
千
円
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
…
Ｈ
月
Ｈ
日
出
か
ら

市
公
園
公
社
（
豊
⑩
4
0
0
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
黄
奘
体
育
館
）

　
市
民
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
３
日
出
、
４
日

間
、
1
0
日
出
、
‥
１
１
日
面
（
予
備
日

　
市
で
は
社
会
保
険
事
務
所
と

共
に
、
年
金
相
談
所
か
蘭
設
し

1
2
月
1
7
日
出
、
1
8
日
㈲
）
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
１
４
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
定
員
：
お
人
（
先
着
順
）
▼
対

象
・
・
・
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
初
心
者
か
経
験
１

年
未
満
の
人
▼
申
し
込
み
・
：
‥
１
１
月

1
1
日
金
、
午
前
９
時
か
ら
、
市
体
育

協
会
（
黄
奘
体
育
館
内
〈
五
ケ
庄
三

番
割
官
有
地
〉
）
で
受
け
付
け
。
申

込
用
紙
は
体
育
協
会
に
あ
り
ま
ｙ

▼
参
加
料
・
・
・
二
千
五
百
円
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
赤
崎
久
仁
夫
さ
ん
（
S

0
7
7
4
5
③
0
4
1
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
～
税
を
知
る
週
間
～

　
税
金
な
ん
で
も
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
2
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
…
ニ

チ
づ
大
久
保
店
、
関
西
西
友
宇
治

店
▼
相
談
担
当
・
・
・
宇
治
税
務
署
、

税
理
士
会
。
　
　
（
宇
治
税
務
署
）

　
家
庭
用
は
か
り
の
無
料
検
査

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
2
日
叫
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
市

蓉
雲
館
▼
主
催
・
・
・
府
計
量
協
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

未
了
。
新
年
金
制
度
は
昭
和
六

十
一
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ライフを健康

ま
し
た
が
．
年

金
を
営
け
取
る

た
め
の
条
件
は
、

年
齢
や
職
歴
に

よ
っ
て
一
人
ひ

□
と
り
異
な
っ
て

▲老後は楽

い
ま
す
。
分
か

ら
な
い
こ
と
や

疑
問
点
が
あ
れ

ば
相
談
所
か
莉

用
し
。
自
分
の

　
第
７
回
歴
史
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
0
日
面
、
午
後

C
M
ｔ
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民

館
▼
講
師
…
秋
山
几
秀
さ
ん
（
歴

史
資
料
館
嘱
託
）
▼
テ
ー
マ
・
：
東

西
南
北
の
牢
治
▼
入
場
・
：
無
料
▼

問
良
Ｂ
せ
・
：
歴
史
資
料
館
（
豊

⑩
1
3
1
1
）
へ
。
（
歴
史
資
料
館
）

　
　
展
示
と
講
演
会

　
　
～
宇
泊
川
を
た
ず
ね
て
～

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
Ｈ
月
抑
局
一
、

Ｏ
午
前
1
0
時
か
ら
９
写
真
展
示
外

Ｏ
午
後
２
時
か
ら
＝
講
演
「
目
で

見
て
歩
く
宇
治
川
畔
」
「
川
沿
い

の
野
鳥
」
（
午
後
ｔ
時
終
了
）
▼

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
参
加
・
：

無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…
歴
史
資
料

館
（
ｅ
⑩
Ａ
１
１
）
▼
主
催
・
：

建
設
省
淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
。
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

Ｉ
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
号
市

四
国
四
皿

政
だ
よ
り
の
し
尿
収

集
日
程
表
で
「
寺
界
道
・
古
川
・

西
田
・
北
ノ
庄
・
野
添
・
谷
前
・

梅
林
官
有
地
・
大
林
一
部
」
の
1
9

日
を
、
2
1
日
に
訂
正
Ｌ
笙
す
。

年
金
は
ど
シ
な
る
の
か
を
確
か

め
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
所

で
は
納
め
忘
れ
た
人
の
た
め
に
、

保
険
料
の
徴
収
も
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
所
得
が
な
い
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
政
ｍ
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
納
付
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
未
丁
。

お
気
軽
に
ご
相
談
欠

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
Å
‥
‥
一
月
2
9

日
㈹
＝
木
幡
公
民
館
、
Ｈ
月
3
0

日
出
旦
一
チ
ぞ
大
久
保
店
、
１
９
一

月
１
日
出
―
関
西
西
友
宇
治
店
、

１
９
一
月
２
日
面
＝
西
小
倉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
と
午

後
１
時
ｊ
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

歯
の
教
室
教
室

916

　
お
子
’
兄
の
健
や
か
な
成
長

と
虫
歯
予
防
の
た
め
、
「
歯
の

教
誤
を
開
催
に
ぎ
予
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
7
日
團
、
午

後
１
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
宏
腐
健
所
▼
対
象
…
Ｉ
歳

未
満
児
の
保
護
者
と
妊
婦
▼
内

容
・
・
・
①
赤
ち
ゃ
ん
の
牛
活
と
歯

に
つ
い
て
（
保
健
婦
）
②
虫
歯
予

防
に
つ
い
て
（
歯
科
医
師
）
③
赤

ち
ゃ
ん
の
食
事
－
お
や
つ
の
試

食
（
栄
養
師
）
④
歯
の
み
が
政
か

た
（
歯
科
衛
生
師
）
⑤
終
了
後
希

望
者
に
、
歯
科
相
談
、
離
乳
相
談
、

育
児
相
談
、
乳
児
の
身
長
・
体

重
測
定
を
行
い
未
了
▼
定
員
…

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
：
宇
治
保
健
所
へ
電
話
で
。

　
高
血
圧
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
8
日
面
・
1
2

月
２
日
面
・
1
2
月
９
日
面
の
３

回
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

保
健
所
▼
対
象
・
・
・
血
圧
の
高
い

傾
向
に
あ
今
人
と
そ
の
家
族
▼

内
容
・
・
・
Ｏ
講
義
「
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
」
（
医
師
）
○

高
血
圧
と
こ
こ
ろ
の
健
康
（
精

神
保
健
相
談
員
）
Ｏ
生
活
と
運

動
（
保
健
婦
）
○
食
牛
屈
の
ポ
イ

ン
ト
、
減
塩
食
の
試
食
（
栄
養
士
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
箆
裸
健
所
へ

電
話
で
ｙ
主
催
・
・
・
宇
治
保
健
所
・

　
福
祉
バ
ザ
ー

　
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
3
E
㈲
、
午

後
１
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
南
小

倉
小
学
校
体
育
館
▼
主
催
・
・
・
西

小
倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
。

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
7
日
㈲
、
午

前
９
袴
半
～
午
後
０
時
半
▼
と

宇
治
久
世
医
師
心
一
。

　
糖
尿
病
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
1
日
間
、
午

後
１
時
―
C
O
時
半
・
Ｕ
品
一
日

脚
、
午
後
１
時
五
時
半
・
り
一
月

６
日
脚
、
午
前
1
0
時
半
ト
午
後

３
時
半
の
３
回
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
保
健
所
▼
対
象
・
・
・
糖
尿
病
の

人
と
そ
の
家
族
▼
内
容
…
○
講

義
「
糖
尿
病
は
怖
い
」
（
Ｅ
師
）
○

毎
日
の
牛
活
と
運
動
（
保
健
婦
）

Ｏ
糖
尿
病
と
こ
こ
ろ
の
健
康
（

精
貧
暦
相
談
員
）
Ｏ
食
品
交

換
表
を
う
ま
く
使
聊
コ
（
栄
養

士
）
○
糖
尿
病
篆
礎
食
・
実
習

と
試
食
（
栄
養
士
）
▼
申
し
込
み

・
・
字
治
保
健
所
へ
電
話
で
ｙ
主

催
・
・
・
宇
治
保
健
所
・
牢
治
久
世

医
師
会
。

　
　
膠
原
病
個
別
相
談

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
8
日
側
、
午

後
Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
保
健
所
▼
対
乖
：
膠
原
病
患

者
と
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
ま

な
七
の
家
族
▼
内
容
・
・
・
専
門
医

師
に
よ
る
個
別
相
談
▼
相
談
担

｛
良
師
…
国
立
療
養
所
竿
多
野

病
院
医
師
・
杉
こ
ふ
豚
さ
ん

▼
申
し
込
み
・
：
Ｕ
銀
一
日
吻
ま

で
に
竿
治
保
健
所
へ
電
話
で
。

　
洛
南
共
同
作
業
所
ま
つ
り

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
1
3
日
間
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
洛
南
共
同
作
業
所
（
木
幡
南

端
・
豊
⑩
5
0
8
8
）
▼
内
容

・
・
・
バ
ザ
ー
、
特
売
（
新
品
肌
着
・

コ
ー
ヒ
ー
豆
・
パ
ン
）
、
折
り
紙

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
講
師

…
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
・

飯
塚
久
子
さ
ん
▼
対
象
…
肢
体

障
害
者
▼
内
容
・
・
・
簡
単
に
作
れ

る
お
も
て
な
し
料
理
▼
持
ち
物

・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
μ
ん
、
ふ

灸
ん
▼
費
用
…
材
料
費
五
百
円

程
度
▼
定
員
・
・
・
1
5
人
▼
申
し
込

み
・
問
い
〈
Ｂ
せ
・
：
Ｈ
月
1
9
日

出
ま
で
に
社
会
摺
協
議
会
一
（

酋
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

年
金
相
談
所
を
開
設

　
　
　
　
気
軽
に
ご
利
用
を

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
、

　
・
問
い
合
わ
せ
は
交
通
労
政
課
（
四
2
2
3
1
4
1
）
へ

訂
正
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